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からなり，補遺として“Afghanistan Millennium Development Goals (MDGs)”，“Explanation of ODA 















の 1890 年頃から 1918 年にかけての同国の近代化の始まり，1919 年以降の急進的な近代化政策，こ
れが 1929 年に保守派の反乱によって挫折するまでの経緯，新たな支配者のもとでの 1930 年代にお
ける緩やかな近代化の進展等が吟味されている．最後に，いくつかの経済開発理論が紹介され，結
局のところアフガニスタンはそのような開発理論において要求される発展のための条件を実現する




























府計画の効率性，ODA と腐敗との関係といった ODA の政治・政策への効果，そして治安，教育，文





における ODA の供与方法や政府の役割に対する認識及び期待が回答者自身の ODA 評価にどのように
作用しているかを回帰分析で検証した． 

















本論文の学位審査会は 2008 年２月 18 日，学内審査委員４名によって行われた．本論文の審査結果
は以下の通りである．まず，以下の点で本論文は評価される． 
 １．本論文の基になる研究のそもそもの動機は筆者が生まれたアフガニスタンの国情に由来する．

































 しかしながら，本章に使われたアンケート調査のデータ，特に ODA の効果を表す諸項目及
び回帰分析の説明変数に利用されている諸項目，の選び方について検討の余地と計量手法に関
しても一層工夫の余地がある．そして ODA 効果に関する先行研究のサーベイは不十分である．
さらに，論文の表記方法の改善が必要である． 
 本論文にはいくつかの改善すべき点があるものの，全体的に本論文の研究が独自性に富み，誰し
も行うことが出来ない優れたものであることは審査委員全員の一致した考えである．審査委員４名
全員一致で本論文は博士（経済学）を授与するに値する論文であると認定した． 
 
